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別紙 2 
学位論文審査結果報告書 
 
平成 26年 1月 14日 
大学院医学研究科長様 
 
  下記のとおり学位論文の審査を終了したので報告いたします。 
 
【審査結果要旨】 
 
氏名 島田 今日子 
学位論文題名 
Prevalence of Social Isolation in Community-Dwelling Elderly by Differences 
in Household Composition and Related Factors: From a Social Network 
Perspective in Urban Japan 
地域在住高齢者の世帯構成別による社会的孤立の出現率と関連する要因の検討 
―日本の都心部におけるソーシャル・ネットワークの視点から― 
 
高齢者における社会的孤立は認知症、循環器疾患の発症および死亡のリスク
であり、超高齢社会を迎えた我が国において重要な課題の一つである。これまで
の研究により、社会的孤立の要因が検討されてきたが、近年、独居だけでなく家
族と同居する者においても社会的孤立が問題となってきた。しかしながら、家族
と同居する者における社会的孤立の要因については殆ど研究されていない。 
島田氏はこの点に着目し、都市部の地域在住高齢者における社会的孤立の頻
度を独居と家族と同居別に調べるとともに、その関連要因を検討した。65-84歳
の都市部在住高齢者 2,000 人を対象として、郵送法により Lubben Social 
Network Scale-6を用いて社会的孤立を評価し、身体心理社会的因子との関連を
多重ロジスティック回帰分析によって検討した。有効回答が得られた 1,013 人
を解析した結果、社会的孤立の出現率は独居 31.0％、同居 24.1%だった。独居、
同居ともに社会的孤立に関連した要因は、精神的健康状態が低いこと、同居家族
以外からの支援が低いことだった。また、同居にのみで社会的孤立に関連した要
因は、知的能動性が低いこと、不健康な生活習慣であった。一方、独居のみで社
会的孤立に関連した要因は同定されなかった。本研究の結果、独居のみならず家
族と同居している高齢者の中にも社会的孤立状態と判断されるものが 24％以上
おり、独居高齢者と異なる要因が関連していることが明らかになった。 
独居、同居高齢者双方で社会的孤立と関連した社会的支援が低いこと、同居で
関連した知的能動性、生活習慣は介入可能な因子であることから、本研究では家
族と同居している高齢者の社会的孤立に関連する要因について新しい知見を報
告しただけでなく、結果が社会的孤立の予防対策に応用可能であり、公衆衛生的
意義が大きい研究である。 
したがって、本論又は学位を授与するに十分に価するものと認める。 
 
論文審査委員  主査 大平 哲也         
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